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平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）策定にあたって 

 

   目指す子ども像 

～ 読書を通じて「考える力」「豊かな心」「人と人の絆」を築ける子ども～ 

 

 

 子ども読書活動推進計画（第二次）により、学校図書館への「サン・サンスタッフ（学校司書）」

の市内４３小・中学校への配置完了や蔵書整備が進むなど、学校教育の場での読書環境が充実しま

した。 

 また、全１５中学校区で「子ども読書活動推進協議会」が図書ボランティアを中心に運営され、

地域をあげて子どもたちの読書活動を支える体制が整ってきました。 

 しかし、ボランティア活動が長期にわたるなかで、その活動を支援する体制づくりの必要性や、

現代社会における子どもの読書活動の減少などの課題が表面化しつつあります。 

 こうした成果と課題をふまえて、このたび子ども読書活動推進計画（第三次）を策定しました。 

今回から初めて公募市民や大学教員を構成員に加えた「平塚市子ども読書活動推進懇話会」を中

心に意見交換を行うとともに、「図書ボランティア情報交換会」などの図書ボランティアや、「教育

委員会」などの関係機関から幅広く寄せられた提案や意見を集約し、計画に反映させました。本計

画で目指す基本理念は次のとおりです。 

 

＊  読書をきっかけに「考える力」を高めてほしい。 

＊  本に書かれた言葉を通して「豊かな心」をはぐくんでほしい。 

＊  「人と人との絆」を築ける子どもになってほしい。 

 

 子ども読書活動推進計画（第三次）は、読書を通じて広く情報にふれることで、「考える力」「豊

かな心」「人と人との絆」を養い、自らの力で豊かな人生を切り拓いていくことのできる人になれる

よう、その道しるべを示したものです。「家庭」「地域」「学校等」「図書館」の場や「ボランティア」

の力を活かし、また、読書に関する「啓発」を行いながら、市民とともに子どもたちの読書活動を

推進してまいります。 

 最後に、策定にあたり、御尽力いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。 

 

 

   平成２７年（２０１５年） ２月 

 

          平塚市長     落合 克宏
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本計画での用語の説明 

平塚市子ども読書活動推進計画ができるまで 

国と県の子ども読書活動の推進に関する施策 国の施策、神奈川県の施策 

平塚市の総合計画、他の個別計画との整合  相関関係図 スケジュールなど 

平塚市の子ども読書活動推進計画      第二次計画の計画概略とイメージ図など 

平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）の検証   主な成果と主な課題 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定体制 平塚市子ども読書活動推進懇話会など 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）策定の狙い 計画の体系、策定体制、対象者、進行管理など 

目指す子ども像  第二次計画の推進の骨子 第三次計画 目指す子ども像と計画体系図など 

第二次計画から第三次計画への事業の流れ 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）体系図 

 ６つの重点取組 ２１の取組施策 ３７の取組事業 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）重点取組の展開 

 目指す姿 成果指標 対象者 取組主体 取組施策 取組事業 アプローチ方法 

Ⅰ  家庭における子ども読書活動の推進 

Ⅱ 地域における子ども読書活動の推進 

Ⅲ ボランティア活動支援による子ども読書活動の推進 

Ⅳ 学校等における子ども読書活動の推進 

Ⅴ 図書館における子ども読書活動の推進 

Ⅵ 子ども読書活動の啓発の推進 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）新たな取組施策や具体事業の展開など 

１  妊産婦・家庭等に向けた読書活動の啓発 

２ 関係機関等との多様な連携による読書活動の推進 

 ３ ボランティア活動に向けた柔軟な支援体制づくり 

 ４ その他の新たな事業展開の検討など 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）年次スケジュールと平成３１年度の目指す姿 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の進行管理体制 進行管理分担 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）策定経過 

１ 策定経過スケジュール 

２ 策定機関の検討内容 

３ 関係機関等からの意見や提案など 

４ 図書ボランティアからの意見 

５ パブリックコメントの実施 

平塚市子ども読書活動推進懇話会 

平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会 

平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平塚市子ども読書活動推進計画 事務局 
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 用語 説明 

あ 一斉読書 

おはなし会 

・教育課程のひとつで、同じ場所で、複数人が読書をすること 

・絵本や紙芝居を読んで聞かせる会のこと 

 

か 学校図書館 

学校司書 

学校図書館図書標準 

教育委員会 

子ども読書活動推進協議会 

校長会 

公民館 

子どもの家 

こども園 

子ども読書の日 

個別計画 

懇話会 
子ども読書活動ネットワーク運営委員会 

子ども読書活動推進フォーラム 

 

・学校に設置されている図書館 

・学校図書館において司書にあたる業務を行う職員。平塚市では日々雇用 

・文部科学省が定めた児童・生徒数に応じた学校図書館の蔵書冊数の基準 

・５人の教育委員から成る合議制の平塚市の行政委員会 

・平塚市内１５中学校区に設置された子ども読書活動を推進するための機関 

・定例の校長会 

・中央公民館及び市内２５地区に平塚市が住民のために設置した社会教育施設 

・遊びを通して自主性、創造性及び連帯感をはぐくむための施設 

・就学前の教育・保育の新たなニーズに対応した基準を満たす子育て支援施設 

・「子どもの読書活動の推進に関する法律」で定められた日（４月２３日） 

・法令などによって策定義務がある、又は努力義務が求められる計画 

・市民等から広く意見を聴取し、市政に反映させるため行政運営上設置される機関 

・各中学校区子ども読書活動推進協議会を支援するために発足した機関 

・子ども読書活動への参加意識の高揚を目的として行う啓発事業 

さ サン・サンスタッフ 

社会教育委員会議 

司書教諭 

書評大会 

総合計画 

・平塚市の学習支援補助員と補助要員の名称で学校司書が含まれる 

・社会教育等に関する諮問に応じて定時又は臨時に開催される会議 

・学校図書館の管理や読書指導を行う教諭又は総括教諭 

・参加者が本の紹介をし、全員で読みたくなった本を決める投票や集まり 

・地方自治体が策定するすべての計画の基本と行政運営の総合的な指針の計画 

 

た 図書館協議会 

図書ボランティア 

図書ボランティア情報交換会 

・図書館の運営に関し館長の諮問に応じ、図書館奉仕に意見を述べる機関 

・地域の読書活動や公共図書館、学校図書館にかかわるボランティア 

・日頃の活動の情報共有や、子ども読書活動推進事業に関する意見交換を行う会 

な   

は ファミリー読書の日 

ブックスタート 

 

・家庭での読書をすすめるため毎月１日程度定められる日 

・地域のすべての赤ちゃんと保護者に「赤ちゃんと絵本を楽しむ時間の大切さ」を

伝えながら、絵本を手渡す運動のこと 

ま    

や   

ら 

 

レファレンス 

 

・情報を求めている利用者に対して、図書館職員等が必要とする資料を提供するサ

ービス 

わ   

        

 

 

 

 

            

本計画での用語の説明 
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平塚市子ども読書活動推進計画ができるまで 

 

 平成１３年１１月に超党派の国会議員で結成された「子どもの未来を考える議員連盟」により「子どもの読書活動の推進

に関する法律」が提出され、同年１２月に成立、公布、施行されました。 

 この法律の第４条により、地方公共団体が、同法の基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏ま

え、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、実施する責務を有することが定められました。 

 平塚市では、平成１４年８月に策定された国における「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」、平成１６年１月

に策定された「第一次神奈川県子ども読書活動推進計画」を踏まえ、平成１７年３月に「平塚市子ども読書活動推進計画（第

一次）」を策定し、平塚市における子ども読書活動の意義と平成２１年度までの５年間にわたる子ども読書活動の推進に係る

施策の方向性や取組を示し、具体的施策として５０事業を開始しました。 

  ○国・神奈川県・平塚市の子ども読書活動推進体制の発足 

年度 国 神奈川県 平塚市 

１３ 「子どもの読書活動の推進に関する法律」が施行   

１４ 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」を策定   

１５  「神奈川県子ども読書活動推進計画」を策定  

１６   「平塚市子ども読書活動推進計画」を策定 

１７    

１８    

     

神奈川県内市町の子ども読書活動推進計画 

 平塚市では、県内の市町に先行して平成１７年３月に平塚市子ども読書活動推進計画を策定しました。平成２２年２月に

は、平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）を策定し、平成２５年１２月から平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）

の策定作業を進めてきました。子ども読書活動推進計画（第三次）を策定するのは県内で最初となる予定です。 

 ◎県内他市の子ども読書活動推進計画 

平成 15年度に策定 ２市 横浜市：大人を含めた読書計画に改訂（H26.4） 川崎市：平成 21年 3月策定の第二次計画を今後も継続  

平成 16年度に策定 ２市 海老名市:平成 24年度に図書館民間委託により子ども読書活動推進事業を休止 平塚市:平成 26年度に第三次計画を策定予定 

その他特筆すべき市など 南足柄市:平成 25年 12月に約 1年前倒しで第二次計画を策定  藤沢市:名称をふじさわし読書プラン 2015とする 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

大磯町 平成 23年 6月 

第二次大磯町子ども読書 

活動推進計画を策定 

茅ヶ崎市 平成 23年 6月 

第二次茅ヶ崎市子ども読書 

活動推進計画を策定 

藤沢市 平成 23年 3月 

「ふじさわし読書プラン２０１５」 

を策定 

伊勢原市 平成 25年 4月 

第二次伊勢原市子ども読書 

活動推進指針を策定（計画⇒指針） 

秦野市 平成 20年 4月 

秦野市子ども読書活動推進計画を策定 

横浜市 平成 26年 4月 

「横浜市民読書活動推進計画策定により 

横浜市子ども読書活動推進計画を廃止 

鎌倉市 平成 25年 2月 

第二次鎌倉市子ども読書 

活動推進計画を策定 

小田原市 平成 22年 9月 

小田原市子ども読書活動推進計画 

を策定。平成 27年 9月改訂予定。 

地域の実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定 

南足柄市 平成 25年 12月 

南足柄市子ども読書活動推進計画 

（第二次）を前倒しで策定。 

海老名市 平成 22年 3月 

第二次海老名市子ども読書 

活動推進計画を策定 

厚木市 平成 25年 3月 

第二次厚木市子ども読書 

活動推進計画を策定 

寒川町 平成 25年 4月 

寒川町子ども読書活動 

推進計画を策定 

50事業 

開始 
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 国と県の子ども読書活動の推進に関する施策
 

 国 の子ども読書活動の推進に関する施策 

 

 

「子どもの読書活動の推進に関する法律（平成 13年法律第 154号）」に基づき、平成25年５月に、「第

三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が閣議決定されました。 

「第二次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」の成果をふまえ、学校段階が進むにつれて読書

離れが進む傾向、地域間の読書活動の取組の差が顕著、学校図書館資料の整備が不十分などの課題に対応す

るため、３つの基本的指針と、５つの子どもの読書活動の推進のための方策が示されました。 

 

３つの基本的指針 

１ 家庭、地域、学校を通じた社会全体における取組 

２ 子どもの読書活動を支える環境の整備 

３ 子どもの読書活動に関する意義の普及 

 

                 国立国際子ども図書館 

５つの子ども読書活動推進のための方策 

Ⅰ 家庭における子どもの読書活動の推進 

Ⅱ 地域における子どもの読書活動の推進 

Ⅲ 学校等における子どもの読書活動の推進 

Ⅳ 民間団体の活動に対する支援 

Ⅴ 普及啓発活動                      

 神奈川県 の子ども読書活動の推進に関する施策 

 神奈川県は、平成２６年４月に「第三次神奈川県子ども読書活動推進計画」を策定しました。計画では「い

つも そばに 一冊の本を」をスローガンに、３つの基本方針（人づくり、環境づくり、普及啓発の推進）と

具体的方策の５つの柱（１ 家庭における子どもの読書活動の推進、２ 地域における子どもの読書活動の推

進、３ 学校等における子どもの読書活動の推進、４ 関係機関・団体等における子どもの読書活動の推進、

５ 子どもの読書活動の普及啓発の推進）が示されました。  

                              

第三次神奈川県子ども読書活動推進計画の目標 

【30年度】 

 ① 平日１日 10分以上読書をする割合  

 県目標値 県平均値 市実績値(25年度) 

小学校 ６４％ ５９．６％ ５７．２％ 

中学校 ５３％ ４８．１％ ４４．５％ 

（出展:平成 25年度 文部科学省「全国学力・学習状況調査」） 

② 学校図書館ボランティアの導入率 

 県目標値 県平均値 市実績値(25年度) 

小学校 ８２％ ７９％  １００％ 

中学校 ４７％ ４１％  ８７％ 

（出展：平成25年度県子ども教育支援課「学校の教育活動等の取組に関する調査」） 

３ 学校等における子どもの読書活動の推進 

・「一斉読書」の推進  

・「学校図書ボランティア」の導入 

・読書活動の計画的な取組の推進 

・司書教諭、学校司書等の連携の促進 

・書評大会への参加            一斉読書（イメージ） 

・学校と関係機関、団体等との連携の促進    

４ 関係機関・団体等における子どもの読書活動の推進 

・企業等とのかかわりにおける読書活動の推進 

・社会教育関係団体への啓発 

・大学図書館との連携の促進 

・子どもゆめ基金（写真）を活用したＮＰＯ法人 

との連携の取組などの推奨 
１ 家庭における子どもの読書活動の推進 

・ブックスタート事業の実施   

・市町村図書館の取組事例の情報発信 

・保育所・保健センター及び放課後児童クラブ等における啓発 

５ 子どもの読書活動の普及啓発の推進 

・｢子ども読書の日｣（写真）の周知・啓発 

・「ファミリー読書の日」の周知・啓発 

・「かながわ読書のススメ」ホームページの充実 

・文部科学大臣表彰団体等の紹介 

・「子ども読書活動推進計画」調査 

２ 地域における子どもの読書活動の推進 

・市町村図書館ホームページにおける子ども向けのＨＰ開設 

・児童館への情報提供 
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 平塚市の総合計画、他の個別計画との整合
 

 平塚市子ども読書活動推進計画は、国や県の施策はもちろん、市全体の施策を位置付ける「平塚市総合計画」

や教育の方針を定めた「平塚市教育振興基本計画（奏プラン）」、子育て支援事業の施策を推進する「平塚市子ど

も子育て支援事業計画」などの個別計画との整合を図りながら子ども読書活動を推進していきます。 

                                     子ども読書活動推進計画（第三次） 

                         総合計画、他の個別計画との相関関係図 

 

     

      

       

                 

                          

                                 

     

     

 

 

 

       

 子ども読書活動推進計画と総合計画、他の個別計画のスケジュール

            

計画名 平成 

       西暦 

20 

2008 

21 

2009 

22 

2010 

23 

2011 

24 

2012 

25 

2013 

26 

2014 

27 

2015 

28 

2016 

29 

2017 

30 

2018 

31 

2019 

 

 

平塚市総合計画 

 

 

 

            

平塚市教育振興 

基本計画（奏プラン） 

             

平塚市子ども・子

育て支援事業計画 

             

平塚市子ども読

書活動推進計画 

             

 注 1 計画の名称、スケジュール等は今後変更されることがあります。 

 

            

                          

平塚市総合計画  平成 19～28年度 

〈将来像〉生活快適都市 ひらつか 

基本目標 【１ よろこびにあふれるひと】①人間力、②感性、③交流 

        【２ 支え合うコミュニティ】  ①地域力 ②市民力 

実施事業 ブックスタート、子ども読書活動推進事業 

     来館出来ない人への図書館サービス事業など 

     

平塚市教育振興基本計画（奏プラン） 

 平成 22～31年度 

      基本方針―重点施策―主要事業 

１ 学校教育部 ― 学習環境整備 －学校図書を充実 

小・中学校 学校図書館充実事業 サン・サンスタッフ派遣事業など 

２ 社会教育部－社会教育活動ー図書サービス充実 

来館出来ない人への図書館サービス事業、レファレンスサービスの充実など 

平塚市子ども・子育て支援事業計画 

 平成 27～36年度 

〈基本理念〉いきいき子育て・のびのび子育ち・ちいきで

育む いのちきらめく 我がまち ひらつか 

 子育て支援事業  

 ブックスタート、子ども読書活動推進事業など 

平塚市子ども読書活動推進計画 

（第三次） 

 

平成 27～31年度 

補完 

連携 
施

策

の

具

体

化 

平塚市総合計画 生活快適・夢プラン 

教育振興基本計画（後期） 教育振興基本計画（前期） 

次世代育成支援行動計画（後期） 子ども・子育て支援事業計画（第１期） 

第一次計画 第二次計画 第三次計画 

次世代育成支援行動計画（前期） 
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 平塚市の子ども読書活動推進計画
 

「平塚市子ども読書活動推進計画（第一次）」では、読書活動推進体制の構築、学校図書館の充実などの読書環

境の整備、図書館等での子ども読書活動事業の実施、読書活動推進フォーラムなどの５０の事業を位置付けしま

した。今日行われている事業の大半がこれに含まれています。 

「平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）」は、第一次計画で構築した枠組を基に、家庭・地域・学校におけ

る読書活動をつなげる「ひと」「もの」「場」というつながりを視点に、ライフステージに沿った読書活動の展開

を目指し、平成２２年２月に策定しました。 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）計画概略

つ 

な 

が 

り 

① 

 【家庭・地域におけるつながり】  

 

 

 

 

 

 ・図書館、公民館、子どもの家、幼稚園、保育園等での読み聞かせの実施 

 ・ブックスタート事業の実施 

・子どもの発育段階に合わせたおはなし会の実施（写真） 

 ・子どもレファレンス、図書館ホームページの充実 

 

つ

な 

が 

り 

② 

 【学校におけるつながり】  

 

 

 

 

 

 ・サン・サンスタッフ（学校司書）の配置 

 ・学校図書館の蔵書の整備、学校図書室の広報（写真）の充実 

 ・読書計画の作成、一斉読書の推進 

 ・学校図書館システムの整備 

 

つ 

な 

が

り

③ 

 【ぐるっとサポートするつながり】  

 

 

 

 

 

 ・各中学校区子ども読書活動推進協議会の運営支援 

 ・子ども読書活動ネットワーク運営委員会の設置 

 ・平塚市子ども読書活動推進フォーラム（写真）の実施 

 ・図書ボランティア団体への講師派遣 

 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）イメージ図

                                   ブックスタート 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

   公民館の図書の充実                        学校司書の配置 

     

                          

 

場 

もの 

ぐるっとサポートくん 

 

ひと 

地域 

学校 

家庭 
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 平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）の検証
 

 「平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）」の事業により、サン・サンスタッフ（学校司書）が市内４３小・

中学校に配備されたことにより、学校図書システムの配備と合わせて学校図書館の読書環境が向上しました。 

また、第一次計画で全中学校区に設置された子ども読書活動推進協議会を支援するため、「平塚市子ども読書

活動ネットワーク運営委員会」が発足しました。各中学校区子ども読書活動推進協議会の代表者会議や図書ボラ

ンティア情報交換会などと合わせて学校図書館等で活動する図書ボランティアの交流を図りました。 

   

【主な成果】 

 図書館等での取組 

・図書館、公民館、子どもの家、保育園、幼稚園等での読書活動の推進

（各事業の中での子ども向け読書活動の実施） 

・ブックスタート事業の充実（講習会の実施、参加機会の拡大など） 

・子どもの発達段階に合わせたおはなし会等の実施 

・子どもに対するレファレンスサービスの充実 

・図書館の子ども向けホームページの充実 

  平成 20年度    平成 25年度 

おはなし会の回数と参加者数 

111回 1,533人  161回 3,479人 

ブックスタートの参加率 

４６．１％  ４９．５％ 

  平塚市図書館統計「らぽーる」より引用 

学校等での取組 

学校司書（サン・サンスタッフの配置）   

年 度 20年  22年  24年 

配置校 ２０ ３８ ４３ 

学校図書システムの整備 

 H24年度完了 

学校図書館の蔵書の充実   

平成 20年度  平成 25年度 

小学校 68.1％ 72.0％ 

中学校 76.3％ 77.7％ 

 

学校図書館を利用する児童生徒の割合 

 神奈川県 平塚市 

小学校 ３０.３％ ７８.７％ 

中学校 １５.１％ ２０.５％ 

月 1回以上の利用、市は学校図書館利用(Ｈ24)から推計 

子ども読書活動推進協議会の支援による取組 

 

 

 

 

 

包括的な支援  平成 22年度発足 

代表者会議の開催（年３回） 

情報交換会の実施 

  学校図書館ボランティアの導入率 

 神奈川県 平塚市 

小学校 ７９％ １００％ 

中学校 ４１％ ８７％ 

  学校図書館利用状況調査（H25） 全 15中学校区に設置完了(H20年度) 

 【主な課題】                 【課題を受けた対応など】 

 ○計画の構成                         

 計画の４１の事業の指標や、他の部門や計画全体

のつながりが見えづらく成果が分かりにくかった。 

 事業の構成 取組施策ごとに事業を集約し、重点取組ご

とに成果指標を設定。 

指標や目標 計画全体の視点から客観的に評価できる指

標や目標の目安を設定。 

○図書ボランティアの負担軽減                 

 図書ボランティアの負担感による各中学校区の

子ども読書活動推進協議会の役員の担い手不足。新

たな人材発掘が進まないなどの問題。 

   

  ボランティアが負担感なく参加できる子ども読書活動推進体

制の再構築が必要。 

 活動の実態に合わせた支援の仕組みが必要。 

  

○学校図書館の運営の課題                   

 生徒や児童の利用は進んでいるが、教科や図書ボ

ランティアとの連携に温度差がある。 

 

  教科や図書ボランティアの連携を促進し、学校図書館の支援

をさらに推進するための施策が必要。 

        

各中学校区 

子ども読書活動 

推進協議会 

平塚市子ども読書活動ネットワーク運営委員会 

子ども読書活動 

推進協議会 

％は学校図書館標準率に対する整備率 

図書ボランティアの

支援体制構築 
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 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定体制
 

第三次計画の策定にあたり「平塚市子ども読書活動推進懇話会」「平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会」

「平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会」を発足し、それぞれの組織が分担し策定作業を行いました。 

また、「教育委員会」「社会教育委員会議」「図書館協議会」「定例校長会」などの関係機関などに策定経過を報

告し、意見を聴きました。さらに、「各中学校区子ども読書活動推進協議会代表者会議」や「図書ボランティア

情報交換会」「子ども読書活動推進ネットワーク運営委員会」「子ども読書活動推進フォーラム実行委員会」など

の図書ボランティアに情報提供を行い、提案をもらうなど幅広い意見を反映させて計画を策定しました。 

  凡例 

   

 

 

 

 

 

   

平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会 

【庁内関係課の課長等、小学校長会 

中学校校長会】 

    関係各課の意見集約 

 平塚市子ども読書活動推進懇話会 

   【子ども読書活動関係者、学識経験者 

公募市民】 

計画の構成や基本目標、事業や取組に 

対する意見・提案 

 

 

 

 

          金子教育長を囲む懇話会構成員等 

 

平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

   【庁内関係課の実務担当者で構成】 

  計画策定の実務作業 

  懇話会等との意見交換 

 

  

    

 

 

 

 

   

    

平塚市子ども読書活動推進懇話会  

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定にあたり、

子ども読書活動推進懇話会を中心に意見交換を行い、計画の

策定をしました。 

第三次計画では初めて公募市民の募集を行い、大学教員を

座長として迎え、ゼロベースから検討を開始しました。図書

ボランティアの代表者などとの情報交換を重ねた結果、計画

の体系や重点取組などが分かりやすく示されました。 

 平塚市子ども読書活動推進懇話会 構成員 

 平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日 

氏 名 推薦団体等 

跡部 左恵 横内中学校区子ども読書活動推進協議会 

片山 友美子 大野中学校区子ども読書活動推進協議会 

加藤 憲一 神奈川大学理学部准教授（座長） 

今井 章博 公募市民 

            推薦団体等は平成 26年 4月選任当時 

            

                                                                         

教育委員会 

5名 

社会教育 

委員会議 

１５名 

図書館 

協議会 

６名 

定例校長会 

市内小・中学校長 

４３名 

意見 

図書ボランティア 

からの意見・提案 

情報共有・連携 

意見 

提案 

報告 

連携 

各中学校区子ども読書活動推進協議会 

子ども読書活動ネットワーク運営委員会 

子ども読書活動推進フォーラム実行委員会 

図書ボランティア情報交換会 

 組織名 

【構成】 

 作業内容 
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 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）策定の狙い
 

 １ 計画の体系 

第一次・第二次計画 

 

 
 

 
       ぐるっとサポートする 

      つながり 

各事業を分担して推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三次計画 

 

 

 ６つの取組 

家庭  学校等 

地域 図書館 
ボランティア 啓発 

各課が連携・協働で取組を推進。 

第一次計画は５０事業、第二次計画は４１事

業を「ひと」「場」「もの」のつながりで体系化

し、各課で分担して事業を推進しました。 

第三次計画では、事業を取組施策に集約し、

６つの重点取組に分けて、対象者を定め、効果

的なアプローチ方法を検討しながら部署の枠

を超えて、連携・協働で取組を推進することと

します。 

２ 計画策定の体制 

 第一次・第二次計画 

策定委員会 

 

 

 

 

    事務局 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

第三次計画 

 

  報告       意見 

 

 

図書ボランティア     意見 

 

 
 

第三次計画の策定にあたり、自由な意見交換

を行うため読書活動している各中学校区子ど

も読書活動推進協議会の代表者に、公募市民、

大学教員が参加して構成された「平塚市子ども

読書活動推進懇話会」を発足しました。 

また、図書館協議会などの関係機関や図書ボ

ランティアなどからも広く意見を聴き計画を

策定しました。 

 

 ３ 計画の対象者 

 第一次・第二次計画       

読 

書 

活 

動 

発

育 

段

階 

別 

本と生きる 

本を活かす 

本と学ぶ 

本と親しむ 

本と出会う 

  

 

 

 

 

 

 

 

第三次計画 

読 

書 

活 

動 

 

      家庭全体 

 

第一次、第二次計画では、ブックスタートを

初めとする０歳児から発育段階別に読書活動

の働きかけを行っていました。 

第三次計画では、妊娠期こそアプローチの最

大のチャンスとの提案を受け、これから子ども

を持とうとする人を含む家庭全体に向けた読

書活動の啓発を大きな柱として位置付けまし

た。 

 ４ 計画の進行管理 

 第一次・第二次計画 

     庁内で完結 

 

 

報告 

   報告    評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三次計画 

   市民・ボランティア 

 

 

情報    意見 

提供    提案  関係機関等 

庁内         

      報告 

 

       評価 

 

 第一次、第二次計画では、担当課が個々に指

標や目標を定め、庁内推進会議で実績を評価

し、進行管理は庁内で完結していました。 

 第三次計画では、実際に事業に関わっている

図書ボランティアの方々に情報提供を行い意

見や提案を求めることや、図書館協議会等の関

係機関からの専門的な見地からの評価などを

依頼し、指標や目標管理の公正性や客観性を高

めていきます。 

                           

            

         

社会教育部社会教育課 

庁内担当課 

小・中学校長 

子ども読書関係者 

教育委員会 

庁内推進会議 

事業担当課 

 
庁内推進会議 

事業担当課 

社会教育委員 

図書館協議会 

校長会 

教育委員 

子ども読書活動推進協議会 

子ども読書活動ネットワーク 図書ボラ情報交換会 

フォーラム実行委員

働きかけ 

関係機関等 

子ども読書活動推進協議会 

子ども読書活動ネットワーク 図書ボラ情報交換会 

フォーラム実行委員

策定委員会 

作業部会 

子ども読書活動 

推進懇話会 

 

「考える力」「豊かな心」「 人と人との絆」 

対象者 

 

場 

 

２次計画事業 

ひと 

啓発 

子ども 

0～18歳 

妊産婦 

もの 



 

11 

 

      

 目指す子ども像

     

平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）では、～読書の「風」を絶やさないために～をキャッチフレーズに、

「豊かな心をはぐくむ子ども」「自分の考えを持つ子ども」「進んでひととかかわる子ども」を目指す子ども像と

して、具体的な４１事業を「学校と地域」「学校内」「ぐるっとサポートするつながり」とし、０歳から青年期ま

での５段階のライフステージ別に読書活動を展開しました。 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）も、第二次計画の「考える力」「豊かな心」「進んで人と関わる」の

目指す子ども像を踏襲しながら、家庭・地域・学校等・図書館の場での読書活動の推進と、ボランティアの支援

と普及啓発の手法による６つの重点取組を積極的に行いながら、対象者を定め効果的なアプローチを検討し、関

係団体と連携し、市民と協働しながら取組を進めていくこととしました。 

携帯端末等の普及が進む現代において、読書だけが、思考力や創造力、他人とのコミュニケーション能力を高

める手段ではありませんが、読書という手段や、本を通じてこそ育くむことのできるものが必ずあると考えまし

た。それを確かな形として、この計画で未来に残せるようにと描いた目指す子ども像が  

～ 読書を通じて「考える力」「豊かな心」「人と人との絆」を築ける子ども ～  です。 

今ある人やものを活かしながら、平塚市における読書活動の取組を推進していきます。 

                                  

第二次計画の推進の骨子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

第三次計画  目指す子ども像と計画体系図 

  

    

 

    

   

 

 

 

 

 国の５つの子ども読書活動の方策、県の５つの重点取組を参考

に、ボランティアの重要性などから平塚市の実情を踏まえた「６

つの重点取組」に分類します。 

 Ｉ 家庭 

 Ⅱ 地域 

 Ⅲ ボランティア支援 

Ⅳ 学校等 

Ⅴ 図書館 

Ⅵ 啓発 

  

 第二次計画の４１事業を集約し、「妊産婦・家庭等に向けた読

書活動の啓発」など新たな取組施策を加え、２１の取組施策を

設けました。子どもだけでなく、妊産婦、若い世代等も視野に

入れた読書活動の啓発を行います。 

 

 つながり① 

 【家庭・地域におけるつながり】 

 つながり② 

 【学校におけるつながり】 

 つながり③ 

 【ぐるっとサポートするつながり】 

  

第二次計画では、具体的な事業にそれぞれ指標を設け進行管

理をしましたが、第三次計画では、計画全体をわかりやすく客

観的に評価するため、重点取組ごとに成果指標を設定し、取組

事業の今後の展開に反映させていきます。 

   

６の重点取組、２１の取組施策、３７の取組事業 

     

                     

豊かな心
をはぐく

む 

自分の考えを 

もつ 

進んでひ
ととかか
わる 

目指す子ども像 

読書を通じて「考える力」「豊かな心」「人と人との絆」 

                     を築ける子ども 

６の重点取組（Ｉ～Ⅵ） 

目指す子ども像 

３つのつながり 

対

象

者

を

定

め

効

果

的

な

ア

プ

ロ

ー

チ

を

行

う 

２１の取組施策（Ａ～Ｕ） 

３７の取組事業（１～３７） 

４１の具体的な事業 
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 第二次計画から第三次計画への事業の流れ
№は第二次計画の事業番号 

№ 第二次計画 ４１の具体的な事業 移行 記号  第三次計画 ２１の取組施策   ６つの重点取組 

2 

1 

7 

4 

6 

9 

10 

14 

13 

37 

35 

36 

12 

18 

38 

39 

34 

5 

3 

23 

25 

33 

31 

32 

28 

26 

27 

30 

19 

21 

20 

11 

16 

15 

22 

24 

29 

8 

17 

40 

41 

１歳６ヶ月児健診フォローアップ教室 

ブックスタート 

家庭教育学級等での保護者への啓発 

地域の子育て中の親子への絵本の読み聞かせ 

ジョイフルタイムの実施 

「子育て広場」での読み聞かせ 

保育園での絵本の貸し出し 

公民館利用者との連携による本のリサイクルボックス事業 

ボランティアグループとの連携による公民館図書の充実 

子ども読書活動推進協議会の活動の活性化支援 

子どもの読書活動に関する全市的なネットワーク組織の構築 

ボランティア養成相談窓口（ボランティアビュロー）の設置 

「子どもの家」でのおはなし会 

ボランティアグループ等への講師派遣などの支援 

図書ボランティアの募集 

中高生のボランティア活動の情報提供や相談の機会の充実 

幼児と中・高生との絵本を介した交流の機会 

ボランティアによる園児への読み聞かせ 

保育園職員の意識向上、保護者への啓発 

学校と図書館の協力事業 

学校司書の配置 

「図書システム」の活用と学校図書館の機能の充実 

学校図書館の蔵書の充実 

学校図書館の環境整備 

読書活動推進のための校内協力体制づくり 

学校図書館の活用や読書指導の充実 

読書活動計画の作成、読書の時間の充実 

学校図書館担当者研修会 

来館しにくい子どもへのサービス 

支援を要する子どもへのサービス 

図書館サービス拠点の拡充 

子どもの発育段階に応じたおはなし会の拡充 

特別お話し会や展示などの各種行事の開催 

使いやすい図書館 

読書相談や調べものサービスの充実 

中・高生向けの図書の充実 

図書だよりなどの広報活動の充実 

家庭への子ども読書活動の啓発 

図書館情報網による情報発信機能の充実 

広報紙等での読書活動の紹介 

 子ども読書活動推進フォーラムの開催

   Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

妊産婦・家庭等に向けた読書活動の啓発 

乳幼児と保護者に向けた読書活動の推進 

家庭に向けた読書活動の推進 

Ⅰ    に 

おける子ども読書

 活動の推進

Ｄ 

 

 

Ｅ 

 

Ｆ 

地域の子育て支援事業での読書活動の実施 

 

 

公民館利用者等との連携による読書活動の実施 

 

こころと命のサポート事業での読書活動の実施 

 

     Ⅱ に 

おける子ども読書

 活動の推進

Ｇ 

 

Ｈ 

 

Ｉ 

ボランティア活動に向けた柔軟な支援体制づくり 

 

読み語りボランティアによる読書活動の実施 

 

ボランティア活動への支援の充実 

 

 

Ⅲ       

活動支援による 

 読書活動の推進

Ｊ 

 

 

Ｋ 

 

 

Ｌ 

 

 

Ｍ 

保育園等での読書活動の推進 

 

 

学校図書館の利用促進 

 

 

学校図書館の環境整備の促進 

 

 

小学校・中学校での読書指導の充実 

 

      Ⅳ に 

お け る 子 ど も  

 読書活動の推進

Ｎ 

 

 

Ｏ 

 

Ｐ 

 

Ｑ 

 

大学・高校等と連携した読書活動事業の実施 

 

 

支援を要する子どもたちへのサービスの充実 

 

子ども向け読書活動事業の推進 

 

子ども利用しやすい図書館環境整備 

 

       にⅤ  

お け る 子 ど も  

 読書活動の推進

Ｒ 

 

Ｓ 

 

Ｔ 

Ｕ 

関係機関との多様な連携による読書活動の推進 

 

学校図書館、読書活動等の情報発信の充実 

 

読書活動の情報提供の強化 

子ども読書活動の啓発事業の実施 

 

Ⅵ 子ども読書 

 活動の 

 の推進

                                                 

家庭 

地域 

ボランティア 

学校等 

図書館 

啓発 
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 平塚市子ども読書活動推進計画
 

 

 

 目指す子ども像  読書を通じて「考える力」
   読書は、広く情報にふれることで考える力を育て、豊かな感性を磨き、人と人とのコミュニケー 

かな心』『人と人との絆』を築ける子ども」を目指す子ども像に、地域・家庭・学校等・図書館の 

成果指標等と目指す姿やそれに向けてのアプローチ方法を定め、関係機関等と連携し、２１の取組 

場での重点取組 

 
Ⅰ      における子ども読書活動の推進  家 庭

 

記号      取組施策  №   取組事業 

Ａ 

 

Ｂ 

 

Ｃ 

妊産婦・家庭等に向けた読書活動の啓発 

 

乳幼児と保護者に向けた読書活動の推進 

 

家庭に向けた読書活動の推進 

 

  １ 

 

２ 

 

３ 

４ 

乳幼児を迎える家庭に向けた読書活動の啓発 

 

ブックスタート事業 

 

家庭教育学級での読書関連事業の開催 

家庭向けの読書事業の実施 

   Ⅱ       における子ども読書活動の推進 地 域
記号      取組施策  №    取組事業 

Ｄ 

 

 

Ｅ 

 

Ｆ 

地域の子育て支援事業での子ども読書活動の実施 

 

 

公民館利用者等との連携による読書活動の実施 

 

 こころと命のサポート事業での読書活動の実施

  ５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

子育て広場での読書活動の実施 

子育て支援センターでの読書活動の実施 

開放保育等での読書活動の実施 

公民館の子ども向け図書の活用 

図書館と公民館との連携の促進 

こころと命のサポート事業での読み聞かせの実施 

      手法での重点取組 

  
Ⅲ    活動支援による子ども読書活動の推進   ボランティア

 

記号     取組施策  №    取組事業 

Ｇ 

 

 

Ｈ 

Ｉ 

ボランティア活動に向けた柔軟な支援体制づくり 

 

 

読み語りボランティアによる読書活動の実施 

 ボランティア活動への支援の充実

  11 

12 

 

13 

14 

15 

16 

17 

各中学校区協議会運営の弾力化 

意欲的な活動に対する適切な支援と援助 

 

子どもの家等で読み語りの実施 

ボランティア向けの講習会の実施 

学校や関係機関等との協力強化 

ボランティアと協働した事業の実施 

ボランティアへの情報提供の促進 

        

           

         

目指す子ども像 

読書を通じて「考える力」「豊かな心」「人と人との絆」 

                     を築ける子ども 

６の重点取組（Ｉ～Ⅵ） 
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 （第三次）体系図 
 

 

 

 「豊かな心」「人と人との絆」を築ける子ども
ションを築く上で、必要な表現力、想像力を育むことができる有効な手段です。「読書を通じて『考える力』『豊 

場での読書活動推進と、ボランティア活動の支援と普及啓発の手法の６つの重点取組ごとに対象者、取組主体、

施策と３７の取組事業を推進していきます。 

 

  
Ⅳ  学校等         における子ども読書活動の推進

 

記号    取組施策      №    取組事業 

Ｊ 

 

Ｋ 

 

Ｌ 

 

Ｍ 

保育園等での読書活動の推進 

 

学校図書館の利用促進 

 

学校図書館の環境整備の促進 

 

小学校・中学校での読書指導の充実 

  18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

保育士、幼稚園教諭への意識向上、啓発 

保育園等での読書活動の実施 

学校司書の支援の強化 

司書教諭、学校司書の情報共有、意見交換の充実 

学校図書館（小・中）の蔵書の充実 

教科との連携の強化 
読書計画の作成、読書の時間の充実 

Ⅴ           図書館  における子ども読書活動の推進

記号    取組施策      №    取組事業 

Ｎ 

 

Ｏ 

 

Ｐ 

Ｑ 

大学・高校等と連携した読書活動事業の実施 

 

支援を要する子どもたちへのサービスの充実 

 

子ども向け読書活動事業の推進 

子どもが利用しやすい図書館環境整備 

  25 

26 

27 

28 

29 

30 

大学図書館・高校図書館との連携事業の実施 

大学・高校生のインターンシップ等の受入れ 

支援を要する子どもたちへのサービスの充実 

発達段階に応じたおはなし会等の実施 

子ども向け読書活動事業の実施 

レファレンスサービスなどの充実 

 

  
    子ども読書活動の        Ⅵ   の推進 啓発

 

記号    取組施策 №     取組事業 

Ｒ 

Ｓ 

 

 

 

Ｔ 

Ｕ 

関係機関等との多様な連携による読書活動の推進 

学校図書館、読書活動等の情報発信の充実 

 

 

 

読書活動の情報提供の強化 

子ども読書活動の啓発事業の実施 

  31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

関係機関等と連携した新たな取組の実施 

学校図書館の図書だよりなどの充実 

図書館情報発信の充実 

子ども読書活動情報発信の充実 

インターネット等を活用した情報発信の充実 

広報紙、報道発表など情報提供の強化 

子ども読書活動推進フォーラム等の啓発事業の実施 

          

         

                 

２１の取組施策（Ａ～Ｕ） ３７の取組事業（１～３７） 
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重点取組の展開 
       における 

       子ども読書活動の推進 

 

 Ⅰ 
 

 

 

 

ブックスタート 

大人が本に親しまなければ、子どもに読書の楽しさを伝えることはでき

ません。赤ちゃんに絵本を手渡しするブックスタートや、未就学児を対象

にした開放保育やおはなし会を実施するとともに、家庭教育学級などの 

啓発活動により、家庭での読書を推進します。 

 

目指す姿 成果指標 

 

・ブックスタートの参加率などが増加しています。 

 

・家庭教育学級などで優れた読書活動に関連した事業が

実施されています。 

 

・子ども読書活動の啓発事業の参加者などが増加し、  

読書活動に対する関心がさらに高まっています。 

 

 

      現状   中間値      目標値 

 平成 25年度 平成2９年度 平成３１年度 

 ブックスタートの参加割合 

 49.5％ ５８％ ５８％ 

 家庭向けの啓発事業のアンケート結果 

ボランティアに参加したい、既に参加したいと答えた割合 

 ４２％ ５５％ ５５％ 
フォーラムの企画や運営にも関わってみたいと答えた人の割合 

 － ３人 ３人 

     

対象者 取組主体 

 

 妊産婦及び父親・祖父母など 

 

 

 乳幼児、子ども 

 

 

 子どもがいる家庭全体 

 

 

◎中央図書館 

 ・妊産婦向けの読書活動推進啓発チラシの作成 

 ・家庭向けの啓発活動の実施 

 ・家庭での読書につながる読書活動事業の実施 

○中央公民館 

 ・家庭教育学級等での読書関連事業の実施 

○健康課 

 ・医師会等への読書活動啓発事業の協力 

○教育指導課 

 ・小学校、中学校での家庭の読書活動の指導 

取組施策（Ａ～Ｃ）・取組事業（１～５） アプローチ方法 

Ａ 妊産婦・家庭等に向けた読書活動の啓発   年代          アプローチ方法 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 １ 

 

乳幼児を迎える家庭に向けた読書活動の啓発 

 

Ｂ 乳幼児と保護者に向けた読書活動の推進 

 ２ ブックスタート事業 

 

Ｃ 家庭に向けた読書活動の推進 

 ３ 

４ 

家庭教育学級などでの読書関連事業の開催 

家庭向けの読書事業の実施 

 

               

 

                                                                                      

家庭 

妊娠期 

乳児期 

学童期 

出産前健診の啓発 

プレパパ教室など 

赤ちゃんおはなし会 

ブックスタート 

おはなし会など 

 
幼児期 

子ども読書活動推進フォーラム 

小・中学校での読書指導 
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重点取組の展開 
       における 

       子ども読書活動の推進 

 

 Ⅱ 
 

 

 

 

男女協働参画紙芝居 

子ども読書活動の推進には、図書館だけでなく、公民館や保育園、子育て広場

など、子どもの一人ひとりに応じた地域のさまざまな場において読書環境の充実

が必要です。地域や関係機関との連携強化を図り、本と出会う機会に恵まれた読

書環境づくりに努めていきます。 

 

目指す姿 成果指標 

 

・ 子育て支援、公民館などの地域で読書活動を含む  

事業の取組が充実し、参加者が増加しています。 

 

・ 公民館登録サークル、子育て支援施設などで地域の特

性を生かした読書活動に関連した団体や共催する事

業の回数などが増加しています。 

   現状     中間値      目標値 

 平成 25年度 平成 2９年度 平成３１年度 

 子育て支援の読書活動の参加者数 

保育園・子ども園の開放保育などの参加者数 

 4123人 3600人 4300人 

読書活動に参加した保育園・こども園の園児数 

 10500人 8800人 11000人 

 公民館主催等の読書関連事業の参加者数 

 2639人 26５0人 2750人 

        

対象者 取組主体 

 

・ 子育て支援事業の参加者 

 

・ 公民館の利用者 

 

・ こころと命のサポート事業の参加者 

 

  

 

 

◎保育課 

・市内の子育て広場や子育て支援センターでの読書活動

の実施 

・未就園児等に向けた読書活動の実施 

◎中央公民館 ○中央図書館 

・公民館利用者や公民館サークルと協働や図書館と連携

した読書活動の実施やその啓発 

◎ 福祉総務課 ○中央図書館 

・こころと命のサポート事業での読書活動の実施 

取組施策（Ｄ、Ｅ）・取組事業（５～９） アプローチ方法 

Ｄ 地域の子育て支援事業での子ども読書活動の実施            協力 

   

  連携          

 

 

        

 

   

 

 

 

５ 子育て広場での読書活動の実施 

６ 子育て支援センターでの読書活動の実施 

７ 開放保育等での読書活動の実施 

 

Ｅ 公民館利用者等との連携による読書活動の実施 

 ８ 公民館の子ども向け図書の活用 

９ 図書館と公民館との連携の促進 

Ｆ こころと命のサポート事業での読書活動の実施 

 １０ こころ命のサポート事業での読み語りの実施 

 

      

            

                

地域 

担当課 図書館 

子育て支援施設・公民館登録サークル 

それぞれの地域のニーズや特性に

応じて 読書活動を実施  
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重点取組の展開 
            活動支援による 

            子ども読書活動の推進 

 

 Ⅲ 
 

 

 

 

読書ネットワーク七夕飾りの掲示 

子ども読書活動の推進には、図書ボランティアの協力が不可欠です。学校や地

域との連携強化を図り、学校図書館や地域で活動する図書ボランティアが、一層

活躍できる体制づくりを推進していきます。 

 

 

目指す姿 成果指標 

 

・ 図書ボランティアの負担感が軽減され、新たに活動

に加わる方が増えています。 

 

・ 図書館や学校図書館などで活躍するボランティアが

増加しています。 

 

・ 意欲的な活動を行っている子ども読書活動推進協議

会などの団体が増加しています。 

  

現状    中間値      目標値 

 平成 25年度 平成 2９年度 平成 31年度 

 ボランティア講習会の受講生 

青少年会館のボランティア講習会の受講者数 

 ３０人 ３０人 ３０人 

図書館職員が講師の講習会の受講者数 

 １７６人 ２８０人 ２９０人 

図書ボランティアの人数（協議会＋図書館等） 

 １２５６人 １３００人 １４００人 

     

対象者 取組主体 

 

・ 学校図書館ボランティア 

  各中学校区子ども読書活動推進協議会 

 

・ その他の図書ボランティア 

図書館、青少年育成施設（子どもの家等）、保育園・

子育て支援施設等で何らかの読書活動を行っている

ボランティア 

 

◎中央図書館 

・各中学校区子ども読書活動推進協議会と学校図書館

や地域との連携の充実 

◎青少年課、中央図書館  ○保育課 

・各施設や事業での機会や情報の提供などの協力 

◎中央図書館 ○教育指導課 

・負担感の軽減や学校との協力体制など学校図書館 

ボランティアの支援体制の見直し 

取組施策（Ｇ～Ｉ）・取組事業（１１～１７） アプローチ方法 

Ｇ ボランティア活動に向けた柔軟な支援体制づくり  

       適切な援助 

 

 

 

       柔軟な支援 

 

 

       活動の周知 

 

 

 

 

 

１１ 各中学校区協議会運営の弾力化 

１２ 意欲的な活動に対する適切な支援と援助 

Ｈ 読み語りボランティアによる読書活動の実施 

 １３ 子どもの家等での読み語りの実施 

Ｉ ボランティア活動の支援の充実 

 １４ ボランティア向けの講習会の実施 

１５ 学校や関係機関との協力強化 

１６ ボランティアと協働した事業の実施 

１７ ボランティアへの情報提供の促進 

        

                           

            

ボランティア 

意欲的な活動 

図書ボランティア 

保護者・一般教員 

行政 

 

教育委員会 

図書館 

学校 

   など 
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重点取組の展開 
         における 

         子ども読書活動の推進 

 

 Ⅳ 
 

 

 

 

サン・サンスタッフ（学校司書） 

サン・サンスタッフ（学校司書）の全校配備が完了し、学校図書館の運営が充

実してきました。教育課程の中で連携を図りながら、公共図書館が学校図書館や

幼稚園、保育園の図書コーナーを支援する取組を進めるほか、読書計画などの作

成を通じて平日１日あたり１０分以上読書をする割合の改善などを図っていき

ます。 

目指す姿 成果指標 

・ 学校図書館の教科や行事との連携がすすみ、利用する

児童や生徒の割合や貸出冊数が増加しています。 

 

 

・ 教職員の啓発や公共図書館の支援などの成果により、

学校図書館運営が充実しています。 

 

現状    中間値    目標値 

 平成 25年度 平成 2９年度 平成３１年度 

学校図書館を利用する児童・生徒の割合 

 小学校 78.7％ ８２％ 84％ 
中学校 30.3％ ３０％ ３２％ 

平日１日あたり１０分以上読書をする割合 

 小学校 57.2％ ６２％ ６４％ 
中学校 44.5％ ４７％ ４９％ 

   

対象者 取組主体 

 

・市内２８校の小学校の児童 

 

・市内１５校の中学校の生徒 

 

・市内関係幼稚園の園児 

 

・市内関係保育園・こども園の園児 

 

◎教育指導課、保育課 

 ・教職員、保育士等の読書指導技術の向上 

 ・読書指導の充実など 

 

◎教育指導課、教育総務課、教育研究所、保育課 

 ・学校や保育園等における読書環境や読書事業の充実 

 ・研修会などの開催 

 

◎教育総務課、教育指導課  

○教育研究所、中央図書館 

 ・学校図書館の利用促進 

・支援や連携の充実 

取組施策（Ｊ～Ｍ）・取組事業（１８～２４） アプローチ方法 

Ｊ 保育園等での読書活動の推進  

 

  支援      連携      協働 

 

 

 

 

   

 教科や学校行事との連携強化 

 学校図書館の利用促進 

 

 

 

１８ 保育士、幼稚園教諭への意識向上、啓発 

１９ 保育園等での読書活動の実施 

Ｋ 学校図書館の利用促進 

 

 

２０ 学校司書の支援の強化 

２１ 司書教諭、学校司書の情報共有、意見交換の充実 

Ｌ 学校図書館の環境整備の促進 

 

 

２２ 学校図書館（小・中）の蔵書の充実 

２３ 教科との連携の強化 

Ｍ 小学校・中学校での読書指導の充実 

 ２４ 読書計画の作成、読書の時間の充実 

                       

                         

学校等 

学校図書館・保育園等の図書コーナーも含む 

教育委員会 

（保育課） 

図書館 

 

図書ボランティア 

PTAなど 
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          重点取組の展開 
         における 

         子ども読書活動の推進 

 

 Ⅴ 
 

 

 

 

おはなし会（西図書館） 

読書活動の拠点である公共図書館では、蔵書や展示の見せ方などを工夫し、学

習や調べ物といったサービス機能の充実を図りながら、若年層に対する読書の 

きっかけづくりを行っていきます。 

 

 

目指す姿 成果指標 

 

・ 図書館の子ども向けサービスなどの充実により、０～

１８歳の方の利用が増加し、全体の来館者や貸出冊数

の減少傾向に歯止めがかかっています。 

 

・ おはなし会や赤ちゃんおはなし会などの子ども向けの

事業の参加者数が増加しています。 

 

 

 

現状    中間値      目標値 

 平成 25年度 平成 2９年度 平成３１年度 

 18歳以下の１人あたりの貸出点数 

 ８.９点 9.0点 10.0点 

 図書館の子ども向け事業の参加人数 

 5142人 5250人 5500人 

 子どもレファレンスの件数 

 ８５３件 880件 ９００件 

 中央図書館３階会議室の中高生向け開放等の利用人数 

 － ６０人 ８０人 

      

対象者 取組主体 

 

・ 図書館の来館者 

 

・ 図書館サービスの利用者 

 

・ 図書館が主催、又は共催する事業の参加者 

 

 

◎ 中央図書館 ○ 福祉総務課 

 ・子ども向け読書活動の実施 

 ・子ども向け図書館サービスの充実 

 ・関係機関等と連携した読書活動や関連した事業の 

実施（こころと命のサポートなど） 

・大学や高校等と連携した読書活動事業 

◎ 中央図書館 

・一日図書館体験、インターンシップの受け入れなど 

取組施策（Ｎ～Ｑ）・具体事業（２５～３０） アプローチ方法 

Ｎ 大学・高校等と連携した読書活動事業   

 

                 連携 

        

  

 

 

    見直し・  充実 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 大学図書館・高校図書館との連携事業の実施 

２６ 大学・高校生のインターンシップ等の受入れ 

Ｏ 支援を要する子どもたちへのサービスの充実 

 ２７ 支援を要する子どもたちへのサービスの実施 

Ｐ 子ども向け読書活動事業の推進 

 

 

２８ 発達段階に応じたおはなし会等の実施 

２９ 子ども向け読書活動事業の実施 

Ｑ 子どもが利用しやすい図書館環境整備 

 ３０ レファレンスサービスなどの充実 

        

        

          

図書館 

中央図書館 

子ども向けの読書活動事業 

図書館サービス 

支援を要する子ども向けのサービス 

関係機関等 

大学・高校 

図書館 

 ０～１８歳の来館者 

貸出冊数・サービス利用増 
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         重点取組の展開 
子ども読書活動の 

      の推進 

 

 Ⅵ 
 

 

 

 

子ども読書活動推進フォーラム 

平塚市では、毎年千人以上の応募者を集める子ども読書活動推進フォーラムを

筆頭に普及啓発事業を実施しています。学校図書館や読書活動への理解や協力を

求めるため、関係先への周知やＰＲは不可欠です。図書ボランティアの輪を広げ

るためにも、読書に関する普及啓発活動を推進していきます。 

 

目指す姿 成果指標 

 

・ 子ども読書活動に関する取組が広報やマスコミ

に掲載されています。 

 

・ 子ども読書活動の事業や取組の認知度が高まり、

事業に参加したい人や、図書ボランティア活動に

参加してみたいと思う人が増加しています。 

 現状     中間値      目標値 

 平成 25年度 平成 2９年度 平成 31年度 

 広報ひらつかの子ども向け行事掲載件数（定例は除く） 

 ２２件 ２８件 ３０件 

 タウン誌等での子ども読書掲載件数 

   １件   ２件  ３件 

 子ども読書活動推進フォーラムの応募者数 

 120４人 1200人 120０人 

 企画テーマの展示等による１日あたりの来館者数増 

 － ３０人 ３０人 

         

対象者 取組主体 

 

 幅広い市民に向けた啓発 

  ・関係機関等と連携した取組の参加者 

  ・図書館の来館者、ホームページの閲覧者 

 

 対象者を限定する啓発 

  ・年代を限定する 

  ・関心の高い人 

  ・地域や読書サークル 

 

◎教育指導課 

 学校図書館の情報発信 

◎中央図書館 

 広報、ホームページ等の図書館の情報発信の充実 

広報紙・報道発表などの情報提供 

 子ども読書活動推進フォーラム等の啓発活動の実施 

 

 

取組施策（Ｒ～Ｕ）・取組事業（３１～３７） アプローチ方法 

Ｒ 関係機関等との多様な連携による読書活動の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 関係機関等との多様な連携を行い、広報などに情報

提供を強化することで多くの市民に読書活動の周知

を図ります。 

 ３１ 関係機関等と連携した新たな取組の実施 

Ｓ 学校図書館、読書活動等の情報発信の充実 

 

 

 

 

３２ 学校図書館の図書だよりなどの充実 

３３ 図書館の情報発信の充実  

３４ 子ども読書活動の情報発信の充実 

３５ インターネット等を活用した情報発信の充実 

Ｔ 読書活動の情報提供の強化 

 ３６ 広報紙、報道発表など情報提供の強化 

Ｕ 子ども読書活動の啓発事業の実施 

 ３７ 子ども読書活動推進フォーラム等の啓発事業の実施 

      

                           

             

啓発 

図書館 

きぃぷの発行、図書館ホームページの充実 

読書ネット通信ＬＩＮＫの発行など 

学校図書館 

学校図書館だよりの発行など 

子ども読書活動推進フォーラム実行委員会 

啓発事業の実施など 
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 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）

 

 １ 妊産婦・家庭等に向けた読書活動の啓発

 子ども読書活動推進計画（第二次）では、ブックスタートの対象年齢の乳児を起点とし、発育の段階に合わせ

て読書の働きかけを行っていました。しかし、第三次計画の策定の過程で「出産前の時期には、これから生まれ

来る子どもの将来をじっくり考える時間がある。この時期こそ、読書活動の啓発の最大のチャンス」との提案が

ありました。第三次計画では、これまで行っていなかった妊産婦等に向けて、関係機関に働きかけを行い、読書

活動の啓発の取組を開始します。 

 実現に向けた方策  平成３１年度の目指す姿 

・妊産婦等に向けて分かりやすく読書活動を啓発するチラシ

等の作成を行います。 

・医師会等に働きかけを行い、読書活動の協力を依頼します。 

・関係機関等と連携し、更なる効果的なＰＲ方法の検討を行

います。 

・将来子どもを持つ可能性のある若い世代、子育てに関心の

ある人への啓発活動を検討します。 

 

・妊産婦や父親、祖父母など家庭全体に対する読書活動の 

啓発が行われています。 

・ブックスタートなど子育て支援事業の参加数や参加率が 

増加しています。 

・子育て世代の読書の機会が充実しています。 

 

 ２ 関係機関等との多様な連携による読書活動の推進

 多様な関心がある現代の子どもは、単に読書を薦めるだけでは読書への関心は高まりません。子どもたちの年

代が進むにつれて学校図書館や図書館の利用は徐々に減っていく傾向にあります。 

 図書館から子ども向けの取組を行っている関係機関に事業を提案するなどの働きかけを行い、図書や読書を 

活用して子どもたちにその目的や素晴しさなどを啓発し、それをきっかけに家庭での読書や学校図書館や図書館

の利用につなげることを目指します。 

    

 実現に向けた方策  平成３１年度の目指す姿 

・乳幼児健診など子育て支援事業の中で、子ども向けの読書

の取組のＰＲを充実させます。 

・子ども読書フォーラム等の読書活動推進事業での子ども向

けの取組をＰＲします。 

・大学や高校等と連携した読書活動を推進します。 

・文化活動やスポーツ、人権尊重や環境保全などの活動と 

連携した読書活動を検討します。 

・関係機関との多様な連携による読書を取り入れた取組が行

われ、多くの子どもたちに取組の目的が理解されていま

す。 

 

・連携した取組を通じて図書館や学校図書館の利用が促進さ

れています。 

（例示１）読書を通じていのちの大切さを伝える取組  図書館のこれまでの他課との連携の取組 

各中学校区協議会と協力し、「い

のちの尊さを伝える本」の読み聞

かせや、図書館における「こころ

と命のサポートのための本」の展

示などを行い、本や絵本を通じて、

子どもたちやその家庭に命の大切

さを伝えます。 

  平塚市図書館では、近隣の美術

館、博物館とともにスタンプラリー

などの３館コラボ事業や、平塚市の

平和事業の一つとして、平和につい

て書かれた資料を毎年リストにま

とめて発行や館内への展示（写真）

をしています。 
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 新たな取組施策や具体事業の展開など

 

 ３ ボランティア活動に向けた柔軟な支援体制づくり

 市内１５中学校区で子ども読書活動推進協議会が設立され、地域を横につなぐ子ども読書活動ネットワーク 

運営委員会が発足し、地域をあげて子どもたちの読書活動を支える体制が整ってきました。 

  しかし、活動が長期にわたるにつれて役員の負担感の増加や、協議会によっては継続が困難なほどのボランテ

ィア不足などの問題が生じています。このため各協議会の団体の構成や手続きなどの運営面に弾力性を持たせる

などの負担感の軽減を図っていきます。さらに、意欲的な活動に対しては、随時相談を受けて適切な援助ができ

るように、意見交換の場を設定するなどの支援体制づくりの検討を進めます。   

 実現に向けた方策  平成３１年度の目指す姿 

・各中学校区子ども読書活動推進協議会の構成員などの弾力

化。 

・協議会運営の概要版の作成。 

・図書ボランティア情報・意見交換会などの場の充実。 

・司書教諭、図書ボランティアを交えた意見交換の検討。 

 

 

・子ども読書活動推進協議会の活動が各地域の実情に合わせ

て活動が行われています。 

・新たな担い手の参加や地域等との連携により、いくつかの

意欲的な各中学校子ども読書活動推進協議会が情報共有

を行いながら、それぞれの活動を充実させています。 

 

 ４ その他の新たな事業展開の検討など

 子ども読書活動推進計画（第一次）が策定された平成１７年２月と比較すると、少子化が進行し、携帯情報端

末などの発達や普及により子どもたちを取り巻く読書環境は大きく変化しています。また、個々の事業について

も厳しい財政状況に対応した成果がさらに求められています。子ども読書活動に寄与する図書館基金などの新た

な財源の確保策や、学校図書館への支援を充実させるために、先進都市の学校図書館支援事業など成果が出てい

る支援策などの研究を進め、相談やコーディネート機能を果たす組織や人材の確保など、新たな事業展開の具体

化を図っていきます。  

 例示１ 図書館振興基金   鎌倉市・二宮町 

 鎌倉市の図書館が創立１００周年を迎え、同図書館が保存する貴重な古文書や古地図などの郷土資料を

収集、保存することの重要性が再認識され、平成２３年度に基金が創設されました。平成２５年度末現在

で、その額は１００万円を超える見込みです。また、二宮町図書館でも大口の寄付をきっかけに、平成   

２１年３月に二宮町図書館基金を設置し、募金ポスト（写真）を設置しました。毎月寄付が寄せられ、   

平成２５年度末でその額は約３５６万円です。    

 

 

例示２ 学校図書館支援センター事業  海老名市 

 海老名市では、平成２３年度から図書館業務を図書館業務委託最大手の㈱図書館流通センター（以下 TRC）に全面委託。

さらに、平成２６年 4月より指定管理者となり、その提案事業の一つとして有馬図書館に学校図書館支援センターを開設し、 

公募により司書資格者の支援員を採用し、チーフ、サブチーフを含み計

１３名で学校図書館支援業務を開始しました。 

ＴＲＣの支援員は、文部科学省が学校図書館法で定義する学校司書で

はないものの、これまでの他市の業務受託から得られた豊富なノウハウ

を生かし、司書教諭や学校図書館ボランティアと連携し、大幅に貸出な

どの利用を増加させるなどの成果が生まれつつあります。 

海老名市の学校図書館支援センターの成果 

 

 

 

 

   

支援前          支援後 
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 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）年次
 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）では、庁内関係各課と連携して読書活動を推進していくとともに、 

を行い、いただいた意見などの反映に努め、読書を通じて、「考える力」「豊かな心」「人と人との絆」が築ける 

また、次期の計画の策定（改訂）に向けて、中間評価や検証のまとめを行い、関係機関や図書ボランティア、 

          

項目  ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度  

 

全

体 

進行管理 

施策取組・事業の検証 

計画の策定、改訂 

 

    

 

 

中間評価 

 

庁内推進会議 

 

検証まとめ 

 

 

計画策定 

 

 

 

６ 

 

つ 

 

の 

 

重 

 

点 

 

取 

 

組 

 

家庭における子ども 

読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

    

地域における 

子ども読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動支援

による読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校等における 

子ども読書活動の推進 

 

       

図書館における 

子ども読書活動の推進 

 

       

子ども読書の啓発の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 

 

た 

 

な 

 

取 

 

組 

 

施 

 

策 

妊産婦・家庭等に向け

た読書活動の啓発 

 

       

関係機関等との多様

な連携による読書活

動の推進 

       

ボランティア活動に

向けた柔軟な支援体

制づくり 

       

その他 

読書活動に寄与する基金、

新たな学校図書館支援策等 

 

       

        

          

                             

関係機関への取組報告・図書ボランティアへの情報提供 

家庭における子ども読書活動の検証・推進 

子育て支援、こころと命のサポート事業での推進 公民館利用者等との協働の推進 地域の特色を活かした読書活動の実施 

負担軽減策の試行 地域の実情に応じた支援体制の再構築の検討 負担軽減策の実施とモデル事業の支援の試行 

公共図書館との連携強化 学校図書館の運営強化、利用促進 新たな学校図書館支援策の具体化 

既存事業の見直し 新たな図書館・読書活動事業、サービスの検討の実施 

啓発策の検討 新たな子ども読書に関する啓発策の実施 

啓発の試行 事業や啓発の検証 妊産婦等に向けた効果的な事業や啓発の実施 関係先への働きかけ 

図書館と関係課の連携による新たな取組の実施 

の新たな連携による読書活動の推進 

先進都市の事例研究 

読書活動に寄与する基金等の具体化 新たな学校図書館支援策の具体化 

協議会運営の弾力化 意欲的な活動に対する適切な支援や援助の検討 

検証の結果を基にした新たな家庭向けの読書活動の実施 

新たな関係機関等との連携による取組の実施 
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 スケジュールと平成３１年度の目指す姿
 

図書館協議会などの関係機関や、各中学校区子ども読書活動推進協議会などの図書ボランティアにも、情報提供 

子どもを目指した活動を推進していきます。 

司書教諭などの学校図書館関係者などを交えた策定（改訂）を行います。 

 

平成３１年度の目指す姿                          

 

全 

体 

 

・重点取組や新たな取組施策の成果の分析と課題への対応が、中間評価などによりなされ、「考える

力」「豊かな心」「人と人との絆」が築ける子ども像に沿った事業展開を行われています。 

・子ども読書活動関係者・学校図書館関係者らによる「シンボルマーク」や「読書のまち宣言」等

の提案が行われ、様々な協議や検討を重ねて、次の計画の策定（改訂）に反映されています。 

 

 

 

一宮市「よむりん」 

 

 

６ 

 

つ 

 

の 

 

重 

 

点 

 

取 

 

組 

 

・ブックスタートの参加率などが増加しています。 

・家庭教育学級などで読書活動に関連した優れた事業が実施されています。 

・子ども読書活動の啓発事業の参加者などが増加し、読書活動に対する関心が高まっています。 

  

 

・子育て支援、公民館などの地域で読書活動を含む事業の取組が充実し、参加者が増加しています。 

・公民館登録サークル、子育て支援施設などで地域の特性を生かした読書活動に関連した団体や  

共催する事業の回数などが増加しています。 

  

 

・図書ボランティアの負担感が軽減され、新たに活動に加わる人が増えています。 

・図書館や学校図書館などで活躍するボランティアが増加しています。 

・意欲的な活動を行っている子ども読書活動推進協議会などの団体が増加しています。 

  

 

・学校図書館の教科や行事との連携がすすみ、利用する児童や生徒の割合や貸出冊数が増加してい

ます。 

・教職員の啓発や公共図書館の支援などの成果により、学校図書館運営が充実しています。 

  

 

・おはなし会、赤ちゃんおはなし会などの子ども向け事業の参加者が増えています。 

・０～１８歳の図書館の来館者、貸出などの増加により、全体の来館者やサービスの利用者の減少 

傾向に歯止めがかかっています。 

   

・子ども読書活動に関する取組が広報やマスコミに掲載されています。 

・子ども読書活動の事業や取組の認知度が高まり、事業に参加したい方や、図書ボランティア活動

に参加してみたいと思う人が増加しています。 

  

 

新 

 

た 

 

な 

 

取 

 

組 

 

施 

 

策 

・妊産婦や父親、祖父母など家庭全体に対する読書活動の啓発活動が行われています。 

・ブックスタートなど子育て支援事業の参加数や参加率が増加しています。 

・子育て世代の読書の機会が充実しています。 

 

・関係機関との多様な連携による読書を取り入れた取組が行われ、多くの子どもたちに取組の目的

が理解されています。 

・連携した取組を通じて図書館や学校図書館の利用が促進されています。 

  

 

 

 

・子ども読書活動推進協議会の活動が各地域の実情に合わせて行われています。 

・新たな担い手の参加や地域等との連携によりいくつかの意欲的な各中学校子ども読書活動推進協

議会が情報共有を行いながら、それぞれの活動を充実させています。 

  

 

 

 ・子ども読書活動に関係した基金の創設など子ども読書活動に寄与する新たな財源確保策が提案さ

れ、実現に向けて準備が進んでいます。 

・先進都市の研究等により、学校図書館コーディネーターなどの学校図書館のさらなる支援策が、

具体化に向けて検討が進んでいます。 
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 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の進行管理体制
 

  関係機関  

 

 

 

 

   

平塚市子ども読書計画庁内推進会議 

 【庁内関係課の課長等】 

 庁内意見の集約、事業評価のまとめ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 具体的な作業 

・重点取組ごとの指標、事例紹介の取りまとめ 

・取組事業の検証、重点取組ごとの成果指標の評価 

・関係機関への報告、図書ボランティア等への情報提供 

・関係機関、図書ボランティア等からの意見反映 

・効果的な対象者へのアプローチ方法の検討  

など 

 

 

関係各課 

  取組事業の実施 

 

事務局（社会教育部中央図書館） 

 進行管理シート等の作成、作業の実施 

  

    

 

 

 

 

   

 

子ども読書活動推進計画進行管理分担 

各取組の事業分担は、年１回以上開催する庁内推進会議で協議し設定する。 

 

 Ⅰ 家庭 Ⅱ 地域 Ⅲ ボラン 

ティア支援 

Ⅳ 学校等 Ⅴ 図書館  Ⅵ 啓発 

福祉部  福祉総務課 － ◎ － － － － 

健康・こども部保育課 － － ○ ◎ － ― 

〃      健康課 ○ － ― ― － ― 

〃    青少年課 － － ◎ － ― ― 

学校教育部教育総務課 ― － ― ◎ ― ― 

〃 教育指導課 ○ － ○ ◎ － ○ 

〃 教育研究所 ― － ― ○ ― ― 

社会教育部中央公民館 ○ ◎ － ― ― ― 

〃 中央図書館 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ 

    

        

                     

教育委員
社会教育 

委員会議 

図書館 

協議会 

６名 

小学校長会 

中学校校長会 

意見 

各中学校区子ども読書活動推進協議会 

子ども読書活動ネットワーク運営委員会 

子ども読書活動推進フォーラム実行委員会 

図書ボランティア情報交換会 

意見・提案など 

◎主体で取組 〇取組に関与 ― 必要に応じて 

 組織名 

【構成】 

 作業内容 
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 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）策定経過
 

  計画の策定にあたっては、策定体制を構築することから開始しました。国や県や他市の動向を把握し、関係

各課や各中学校区子ども読書活動推進協議会等と連携を図りながら、素案を作成しました。広く市民に対して意

見を求めるパブリックコメントの実施に向けて作業を進め、図書ボランティアや関係機関等からの多くの意見を

集約し、計画をまとめました。今後、多くの機会を利用して計画の周知を図っていきます。   

１ 策定経過スケジュール 

年度 ２５ ２６ ２７ 

年 ２５ ２６ ２７ 

月 １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ 

 

策定 

作業 

など 

 

              

 

 

 

   

 

行程 

 

                 

  懇話会構成員市民公募    第１回子ども読書活動推進懇話会  定例記者発表・タウン誌掲載      計画冊子作成 

 

 

 

 

 

 

      

２ 策定機関の検討内容 

 日時 場所          

内容 議題 

 第１回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 25年 12月 13日（金） 14時 03分～15時 27分 平塚市教育会館１F実技研修室  

 平成 24年度の子ども読書活動推進事業の報告 

平塚市子ども読書活動推進事業（第二次）の事業評価の公開に向けて 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）策定に関する要綱（案）の検討 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定スケジュール（案）の検討 

今後の予定など 

 平成 25年度平塚市子ども読書活動庁内推進会議 

平成 25年 12月 17日（火）9時 33分～10時 57分 平塚市中央図書館３Fホール 

 子ども読書活動推進に係る国・県の動向 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定体制の検討 

（仮）平塚市子ども読書計画推進懇話会に関する検討 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定スケジュール（案）の検討 

今後の予定など 

 

 

策定体制の構築 計画素案の作成・事業の見直し 意見集約、関係先調整 計画周知、実施準備 

・要綱等整備 

・国や県の動向把握 

・懇話会市民公募 

・第二次計画検証 

・計画素案（案）作成 

・事業の見直しや評価 

・計画体系、基本方針の検討 

・総合計画等との整合 

・教育委員会報告 

・理事者説明、庁議 

・定例行政報告会 

・関係機関等説明 

・報道発表、ＨＰ公開 

・指標や目標設定 

・進行管理体制の検討 

・計画周知作業 
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２ 策定機関の検討内容 

 日時 場所          

内容 議題 

 第２回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 26年 4月 24日（木） 14時 03分～14時 57分 平塚市中央図書館３F会議室  

 平成２５年度子ども読書活動推進計画（第二次）事業進行管理シート 

事業進行管理シートに基づく関係各課からの事業概要の報告 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）イメージ（例示）の意見交換 

重点取組ごとの事業の分類、位置付けなど 

今後の予定など 

 第１回平塚市子ども読書活動推進懇話会・第１回平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会 

平成 26年 5月 14日（水）13時 58分～15時 29分 平塚市美術館１F研修室 

 

 

金子教育長より懇話会構成員へ選任状交付 

各中学校区の子ども読書活動推進協議会の課題 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の方針に関する意見交換 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）イメージ（例示）の意見交換 

今後の予定など 

 第２回平塚市子ども読書活動推進懇話会 

平成 26年 6月 6日（金）9時 27分～11時 13分 平塚市中央図書館３F会議室 

 

 

 

 

 

これまでの議事録確認 

妊産婦に向けた読書活動の啓発の提案とその意見交換 

事業の評価や計画体系の見直し、計画の周知に関する意見交換 

図書館事業の評価や市民意見の反映に関する意見交換 

今後の子ども読書活動推進協議会のあり方に関する意見交換 

 第３回平塚市子ども読書活動推進懇話会・第３回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 26年 7月 11日（金）14時 01分～16時 11分 平塚市南附属庁舎２階 E会議室 

 懇話会、策定委員会、関係機関等から出た意見のまとめ 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）概要版の意見交換 

図書ボランティアの負担感の軽減策、「こころと命のサポート事業」の取組紹介 

平塚市子ども読書活動推進計画（第二次）の各課の事業の検証 

今後の予定など 

 第４回平塚市子ども読書活動推進懇話会・第４回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 26年 7月 30日（水）14時 02分～15時 51分 平塚市中央図書館３Fホール 

 

 

前回の議事録と質問事項（学校司書の勤務形態・学校図書館の選書）の確認 

計画体系や基本目標・重点取組などの検討 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案（たたき台）に関する意見交換 

新たな事業展開（妊産婦向けた啓発・学校図書館コーディネーター等）の意見交換 

図書ボランティア情報交換会・子ども読書活動推進協議会代表者会議の意見報告 

 第５回平塚市子ども読書活動推進懇話会・第５回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 26年 9月 2日（木）9時 30分～１１時２５分 平塚市中央図書館３Fホール 

 これまでの策定経過と今後の予定 

国・県の施策の反映、総合計画との関係に関する意見交換 

素案（たたき台）の構成や記載内容に関する意見交換 

図書ボランティアに関する意見交換 

今後（パブリックコメント実施など）に向けての意見交換 
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２ 策定機関の検討内容 

  日時 場所          

内容 議題 

 第２回平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会 

平成 26年 9月 24日（水） ９時 3１分～1１時１３分 平塚市中央図書館３Fホール  

 これまでの策定経過の報告 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案及び素案要約版（案）の検討 

学校司書の雇用形態に関する提案の意見交換 

年代別のアプローチ方法に関する意見交換 

計画の指標や目標値の設定、事業の進行管理に関する検討 

 第６回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 26年 10月 29日（水）1４時０３分～15時３１分 平塚市中央図書館３F会議室 

 これまでの策定経過の報告、今後の予定など 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）具体事業（案）の検討 

重点取組、取組施策、具体事業の各課の分担の確認 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案の確認 

計画の指標や目標値の設定、事業の進行管理に関する確認 

 第６回平塚市子ども読書活動推進懇話会 

平成 26年 11月 21日（金）9時 27分～11時 13分 平塚市美術館１F研修室 

 これまでの策定経過の報告 

学校図書館支援センター勉強会からこれからの平塚市図書館のあり方の意見交換 

図書ボランティアに向けた柔軟な支援に関する意見交換 

計画の考え方に関する意見交換 

今後の予定（定例記者発表やパブリックコメントへの対応）など 

 第７回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 27年 1月 23日（金）9時 30分～1０時 26分 平塚市中央図書館３F会議室 

 パブリックコメントの実施報告 

重点取組ごとの成果指標と取組事業の指標の検討 

計画の進行管理、年次報告の作業の流れ、評価の方法など 

計画冊子（案）の確認 

策定や計画周知に向けての対応など 

 第７回平塚市子ども読書活動推進懇話会・第３回平塚市子ども読書活動策定委員会 

平成 27年 1月 28日（水）9時 30分～11時１９分 平塚市中央図書館３Fホール 

 パブリックコメントでの学校司書の雇用形態や、読書活動の啓発等の意見交換 

パブリックコメントの対応に関する意見交換 

計画の指標や目標値に関する意見交換 

進行管理の方法や評価の方法に関する意見交換 

中間評価や次期計画策定に向けての申し送り事項の提案など 

 第８回平塚市子ども読書活動推進懇話会・第８回平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平成 27年 3月 20日（金）14時 00分～ 平塚市中央図書館３Fホール 

 

パブリックコメントの対応（案）と平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の報告 

理事者説明や庁議、教育委員会等で出た意見に対する対応 

子ども読書活動推進計画（第三次）の周知 

子ども読書活動推進計画（第三次）の進行管理 

中間評価や次期計画策定に向けての申し送り事項など 
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３ 関係機関等からの意見や提案など 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定にあたっては、策定経過を関係機関等に報告し、意見や 

 

○ 平塚市図書館協議会 

 日時                 会議名 

 議題 

質問や意見・提案など【委員から】 事務局・学校側からの回答 

平成２５年１１月２５日（火） 平成２５年度第２回平塚市図書館協議会 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定概要 

【質問】子ども読書活動推進計画策定委員会に子ども読書関係

者や公募市民を入れなかった理由 

【回答】自由な市民意見を反映するため外部の構成員の

みの子ども読書活動推進懇話会を設置した。 

平成２６年  ２月  ４日（火） 平成２５年度第３回平塚市図書館協議会 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定スケジュール、検討内容など 

【質問】公募市民の募集方法 

【意見】第二次計画の検証などの説明が欲しい。  

【回答】計画策定の関係課の施設にも周知 

【回答】今後、庁内や懇話会で検討を行い報告する。 

平成２６年  ５月２７日（火） 平成２６年度第１回平塚市図書館協議会 

計画の策定状況と平塚市子ども読書活動推進計画概要版（たたき台）  

第三次神奈川県子ども読書活動推進計画 

【質問】学校図書館からの意見反映 

【感想】多方面から意見を聴取して策定している。 

【回答】策定委員会委員の両小・中学校長は学校図書館

と子ども読書活動に精通しており反映される。 

平成２６年  ８月２０日（水） 平成２６年度第２回平塚市図書館協議会 

計画の策定経過と今後の予定 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案（たたき台） 

【意見】公共図書館に親子連れで来やすい資料構成を行うなど

の施策を打ち出してはどうか。 

【質問】学校図書館の利用状況と子ども読書活動 

【感想】第二次計画策定委員として事例紹介のような成果が出

ているのは喜ばしい。 

【意見】妊産婦向けの啓発は良い。プレパパ向けに図書館で本

棚を製作する教室などを開催してはどうか。 

【意見】女性の社会進出が進み祖父母の影響は大きいのでそこ

にアプローチすると良い。 

【意見】中学生の一斉読書は、子どもの読解力や興味に応じた

ものに限定すべきで指標にすべきではない。 

【回答】既にブックスタートをきっかけに親子連れの利

用者やおはなし会事業の参加者は増加している。 

【回答】金目中学校、金目小学校、みずほ小学校、神田

小学校での学校図書館の利用状況と金目地区、神田地区

での子ども読書活動の事例紹介。 

 他地区の学校でも学校司書の全校配置などにより学校

図書館の利用や教科との連携は進んでいる。 

 

 

【質問】県の計画で指標の中学生の一斉読書の実施率が

県内平均と比較して低いことの見解。 

平成２６年１２月２５日（木）      平成２６年度第３回平塚市図書館協議会 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案 

【意見】既に全校で実施している事業に指標設定は疑問。 

【意見】多様な関係機関との連携で保健所との連携と、読書へ

のアプローチの年代。 

 

【質問】これまで実施している大学等との連携 

【感想と意見】良い意味で行政文書らしくない。「読書は自分で

調べて得た情報を生かしていく」ものなのでもう少しこれを盛

り込むとさらに良くなると思う。 

【回答】担当課の意向もあり設定。可能な指標は修正。 

【回答】乳幼児期の健診時のＰＲなどで連携。市保健セ

ンターと比較し、県保健福祉事務所との連携は不十分と

考えている。 

【回答】大学図書館の蔵書展示や高校図書館で読まれて

いる本の展示など。 
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３  関係機関等からの意見や提案など 

提案を伺いながら、反映に努めました。報告した議題やいただいた意見や提案は以下のとおりです。 

 

〇 社会教育委員会議 

 日時 会議名 

 議題 

 委員からの質問、意見、提案、感想  事務局、議長からの回答など 

平成２６年６月２日（月） 平成２６年度第１回社会教育委員会議 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定概要 

第三次神奈川県子ども読書活動推進計画 

【意見】計画を提言に生かして欲しい。 【回答】計画の検証はこの会議の責務。生かしたい。 

平成２６年８月６日（水） 平成２６年度第２回社会教育委員会議 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定経過と今後のスケジュール 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案（たたき台） 

【意見】妊産婦向けの啓発は良いが家庭全体を啓発す

るようにして欲しい。 

【意見】子どもがきっかけで図書ボランティアが多

い。図書ボランティアの卵になる事業が欲しい。 

【意見】市の計画書全体に言えるが文量が多く読み辛

い。もう少し読み易くして欲しい。 

【回答】実際の啓発は妊産婦だけに限定していないので、計画

書の記載も修正する。 

【回答】具体的な提案があれば検討する。 

 

【回答】素案要約版も作成する予定。読みにくい部分等は図表

化するなどして読み易く修正したい。 

平成２６年１１月１１日（火） 平成２６年度第３回社会教育委員会議 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案  

【意見】重点取組が目指す姿から始まり、アプローチ

方法で終わっているが不自然に感じる。 

【意見】目指す「子ども」像より「人」にした方が大

人にも啓発する意味で良いと思う。 

【回答】市の計画書のスタイルだが、今後、年次計画書報告書

等では御指摘のとおりの順序で作成したい。 

【回答】子ども読書計画なので「子ども」としたが、パブリッ

クコメント等で同様の意見があれば修正も検討する。 

○ 定例教育委員会 

平成２６年４月１７日 

平成２６年６月２７日 

平成２６年９月２６日 

平成２７年２月２０日 

教育委員会４月定例会 

教育委員会６月定例会 

教育委員会９月定例会 

教育委員会２月定例会 

事前説明で懇話会構成員を報告 

事前説明で計画素案概要版（たたき台）を報告 

事前説明で計画素案を報告 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）を教育長報告 

○ 定例校長会 

平成２６年  ２月  ５日 

平成２６年  ４月１０日 

平成２６年 ９月１８日 

平成２６年１２月１９日 

２月定例校長会 

４月定例校長会 

９月定例校長会 

１２月定例校長会 

子ども読書活動推進計画（第三次）策定体制を説明 

子ども読書活動推進計画（第三次）策定概要を説明 

平塚市子ども読書活動推進計画素案概要版（たたき台）を報告 

平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案を報告 

○ 理事者・市議会 

平成２６年１１月 ７日 

 

平成２６年１１月１１日 

平成２６年１１月１７日 

平成２７年  ２月 ４日 

平成２７年  ２月 ６日 

平成２７年 ２月１７日 

平成２７年  ２月２３日    

理事者説明 

 

１１月庁議 

定例行政報告会 

理事者説明 

理事者説明 

２月庁議 

説明及び資料配布 

両副市長に子ども読書活動推進計画（第三次）素案を説明 

他の個別計画と比較し、取組事業の指標設定に欠けるとの指摘 

子ども読書活動推進計画（第三次）素案パブリックコメント実施を報告 

子ども読書活動推進計画（第三次）素案パブリックコメント実施を報告 

パブリックコメント対応案と計画案を説明 

パブリックコメント対応案と計画案を説明 

パブリックコメント対応と計画を付議 

正副議長説明と資料配布 
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  ４ 図書ボランティアからの意見 

 図書ボランティアの意見を反映させるため、通常年１回開催の図書ボランティア情報交換会を平成２６年度

は２回開催し、（写真）日頃から「各中学校区子ども読書活動推進協議会」「子ども読書活動推進フォーラム」

「子ども読書活動ネットワーク運営委員会」など、学校図書館や地域などで活躍している図書ボランティア 

の方々から、今後の子ども読書活動推進事業のイメージなどを提示し、意見を伺いまし

た。 

さまざまな提案をいただいた他に、意見交換の中で、各中学校区子ども読書活動推進

協議会の枠で、可能な範囲で活動を継続したい方と、協議会の枠を超えて自由に活動を

したい方がいることが分かりました。 

 

会議名 平成２６年度第１回図書ボランティア情報交換会         参加ボランティア ９名 

日 時 平成２６年７月 ３日（木）10:00～12:02 場所 平塚市中央図書館３Ｆホール 

議 題 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）概要版（案）及び素案（たたき台） 

主な意見・提案など ・公民館等の文庫のボランティアの募集を図書館で協力 

できるようにできないか。 

・学校図書館ボランティアへの協力が、学校長ごとに違う

校長会などで教育委員会から協力をお願いして欲しい。 

・協議会活動の趣旨が PTA や教職員に十分理解されてい

ないので、それが分かる説明会やチラシがあると良い。 

・学校司書が日々雇用の臨時職員で、専門性が生かせない

一部でも常勤の嘱託員にすべきだ。 

・ボラ、学校、地域、行政の連携を具体的に！ 

・妊娠期のママさんは孤独になりがちなので、家庭に本があ

る環境づくりで助けになるような啓発があると良い。 

・駅前には中央図書館と南図書館があるので良いが、駅前以

外に住む方に、公民館の図書室などで車や自転車で利用し

易い図書の貸出サービスがあると良い。 

・公共図書館から学校図書館や団体への貸出冊数や要件の緩

和をお願いしたい。 

会議名 平成２６年度第２回図書ボランティア情報交換会         参加ボランティア １３名 

日 時 平成２６年１２月１８日（木）9:30～11:43 場所 神田公民館１Ｆ集会室 

議 題 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案 

今後の各中学校区子ども読書活動推進協議会のイメージ 

主な意見・提案など ・団体貸出や学校図書館への貸出制度が十分浸透してい 

ないので少なくとも図書ボランティアには十分な周知

が必要だと思う。 

・パブコメ用の要約版は読みにくい。周知用の概要版は、

イラストを多用したソフトな感じにして欲しい。 

・協議会のあり方（案）は良いと思う。 

・OGになった方が子どもから手が離れ子ども読書活動に

参加しやすいので OG の実行委員会に行政が補助でき

る仕組みがあると良いと思う。 

・柔軟な支援策を具体的に例示した方が良い。 

・学校司書が、計画では重要な役割を担うが、発言する機会

がなさ過ぎる。 

・読書ネットと各中学校区協議会で事業内容に大差がない実

情で行政の支援に差があるのは疑問。 

・ブックスタートは既に意識の高い方には浸透しているの

で、子育てに必要な日用品で PR するなど関心のない方へ

の働きかけに力を入れた方が、参加率が上がると思う。 

       

       

 ５ パブリックコメントの実施 

 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）素案のパブリックコメントを平成２６年

１２月５日～平成２７年１月６日の１か月間実施しました。市内の公共施設の５３箇

所に素案や素案要約版、意見用紙を配架した他に、記者発表を行い、平塚市や平塚市

図書館のホームページに素案を公開しました。 

 図書ボランティアや図書館運営、学校司書の雇用形態などに関心の高い方を中心に

８名の個人の方から意見が寄せられました。 
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平塚市子ども読書活動推進懇話会 

平塚市子ども読書活動推進懇話会要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、子どもの読書活動に関する法律（平成１３年法律第１５４号）第９条第２項の規定に基づき策定され

る「平塚市子ども読書活動推進計画」や平塚市の子どもの読書活動に関わる施策の推進に関して市民等から意見を求

めるため設置する平塚市子ども読書推進懇話会（以下「懇話会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものと

する。 

（所掌事項） 

第２条 懇話会は、次の各号に掲げる事項について意見を聴取する。 

（１） 平塚市子ども読書活動推進計画（第三次）の策定に関する事項 

（２） 子どもの読書活動の推進のための施策に関する事項 

（３） その他子どもの読書活動推進に関して必要な事項 

 （構成） 

第３条 懇話会は、教育委員会が選任する別表に掲げる者により構成する。 

２ 懇話会における意見の聴取を円滑に行うため、前項に掲げる者（以下「構成員」という。）のうちから座長を置く

ことができる。 

３ 座長は、必要と認めるときは、構成員以外の者を懇話会に出席させ意見を聴くことができる。 

 （開催） 

第４条 懇話会は、教育長が構成員に参集を求めることにより開催するものとする。 

 （謝礼） 

第５条 構成員のうち学識経験者が懇話会に出席したときは、その都度１１,３００円を謝礼金として支払うものとする。  

 （庶務） 

第６条 懇話会の庶務は、社会教育部中央図書館で処理する。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

 

   附 則 

１ この要綱は、平成２６年１月１日から施

行する。 

２ この要綱は、平成２７年３月３１日限

り、その効力を失う。 

 

平塚市子ども読書活動推進懇話会構成員名簿 

氏名 区分 推薦団体等 備考 

跡部 左恵 子ども読書活動関係者 横内中学校区子ども読書活動推進協議会  

片山友美子 子ども読書活動関係者   

加藤 憲一 学識経験者 神奈川大学理学部准教授 座長 

今井 章博 公募に応じた市民 公募市民  

 推薦団体等は平成 26年 4月選任当時 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

金子教育長と子ども読書活動推進懇話会構成員等   第２回子ども読書活動推進懇話会         第６回子ども読書活動推進懇話会 

平成 26年 5月 14日 平塚市美術館研修室     平成 26年 6月 6日 平塚市中央図書館会議室   平成 26年 11月 21日 平塚市美術館研修室 
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 平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会

平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会要綱  

（趣旨）  

第１条 この要綱は、平塚市子ども読書活動庁内推進会議の設置及び運営に関する要綱第７条の規定に基づき設置する「平塚市子ども読

書活動推進計画策定委員会」（以下 「策定委員会」という。）の運営に関して必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事項）  

第２条 策定委員会は、次に掲げる事項について承認し、決定する。 

（１） 平塚市子ども読書活動推進計画の策定作業に関すること。 

（２） 子どもの読書活動の推進のための施策に関すること。 

（３） その他子ども読書活動推進に関して必要な事項に関すること。 

（構成）  

第３条 委員は、別表に掲げる部の長又は、各課の課長若しくは担当課長及び各団体が指定する者をもって構成することとする。 

（委員長及び副委員長）  

第４条 策定委員会に委員長及び副委員長１人を置く。 

２ 委員長は、社会教育部長をもって充てる。 

３ 副委員長は、中央図書館長をもって充てる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときはその職務を代理する。 

（会議）  

第５条 策定委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 策定委員会は、代理の者も含めて３分の２以上の出席にて成立する。 

３ 策定委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。 

（意見聴取）  

第６条 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、その意見若しくは説明を聞き、又は資料の提出を求める   

ことができる。 

（設置期間）  

第７条 策定委員会の設置期間は、平成２７年３月３１日までとする。 

（庶務）  

第８条 策定委員会の庶務は、社会教育部中央図書館において処理する。 

（その他）  

第９条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事

項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成１６年４月１６日から施行する。 

（一部省略） 

附 則 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会委員 

職名 氏名 備考 

社会教育部長 後藤 信幸 委員長 

中央図書館長 見留 俊也 副委員長 

福祉総務課長 金子 博文  

保育課長 二見 博幸  

健康課長 宮川 康樹  

青少年課長 諸星 一政  

教育総務課長 安藤 英一  

教職員担当課長 御園井 英人  

教育指導課長 相原 浩志  

教育研究所長 篠生 恵美子  

中央公民館長 遠藤 正人  

平塚市小学校長会 成重 千恵子 岡崎小学校長 

平塚市中学校校長会 倉本 憲一 神明中学校長 

            ※職名は平成 26年 4月 当時 

 

  

第２回平塚市子ども読書活動推進計画策定委員会 平成 26年 9月 24日 平塚市中央図書館 
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平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会 

平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会要綱 

（趣旨）  

第１条 この要綱は、平塚市子ども読書活動庁内推進会議の設置及び運営に関する要綱第７条の規定に基づき設置する平塚

市子ども読書活動推進計画策定作業部会（以下 「部会」という。）の運営に関し 必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事項）  

第２条 部会は、平塚市子ども読書活動庁内推進会議、並びに平塚市子ども読書活動庁内推進会議の設置及び運営に関する

要綱第７条の規定に基づく策定委員会及び懇話会のため、次に掲げる事業を行うものとする。 

（１） 平塚市子ども読書活動推進計画の策定及び変更に必要な資料を収集し、提供すること。 

（２）  平塚市子ども読書活動推進計画の策定及び変更に必要な作業を行うこと。 

（３）  その他子ども読書活動推進計画の推進に関して必要な事業を行うこと。 

（構成）  

第３条 委員は、別表に掲げる課等の課長、又は担当課長が推薦する者をもって構成する。 

（部会長及び副部会長）  

第４条 部会に部会長及び副部会長１人を置く。 

２ 部会長は、中央図書館管理担当長をもって充てる。 

３ 副部会長は、委員のうちから部会長が指名する者をもって充てる。 

４ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議）  

第５条 部会は、必要に応じて中央図書館長が招集する。 

（意見聴取）  

第６条 部会長は、必要があると認めるときは、委員以外

の者の出席を求め、その意見又は説明を聞き、資料

の提出を求めることができる。 

（設置期間）  

第７条 部会の設置期間は、平成３２年３月３１日までと

する。 

（庶務）  

第８条 部会の庶務は、社会教育部中央図書館において処

理する。 

（その他）  

第９条 この要綱に定めるもののほか、部会の運営に関し

必要な事項は、中央図書館長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２５年１２月１日から施行する。 

 

 

平塚市子ども読書活動推進計画策定作業部会員名簿 

部署名 職名 氏名 備考 

福祉総務課 主事 松尾 奈保  

保育課 主管（保育士） 瀬戸 千鶴  

保育課 主事補 尾上 雄太郎  

健康課 主任（保健師） 米山 佳代子  

健康課 技師（保健師） 大平 望  

青少年課 主事 大久保 真帆  

教育総務課 課長代理 岩田 裕之  

教育総務課 主任 河野 孝  

教育総務課 主管 小澤 博  

教育指導課 指導主事 宮城 弘之  

教育研究所 主管兼指導主事 土屋 浩明  

中央公民館 主任兼社会教育主事 鶴田 晶子  

中央図書館 館長代理（司書） 菊坂 伸江 事務局としても出席 

中央図書館 主管（司書） 小泉 明子  

中央図書館 主任（司書） 腰越 未樹  

中央図書館 館長代理 所 雅人 H26.10～部会長 

中央図書館 主管 加藤 祥 部会長～H26.9 

中央図書館 主管 山田 剛弘  

 職名等は、作業部会の出席当時 

 

 

 

 

      

       

 



 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

     

 

 

 

 

 

                                                                      

 平塚市子ども読書活動推進計画 事務局 

〒２５４-００４１  神奈川県平塚市浅間町１２番４１号 

平塚市教育委員会 社会教育部 中央図書館   

電話 ０４６３（３１）０４１５ FAX ０４６３(３１)９９８４   

e-mail  library@city.hiratsuka.kanagawa.jp 

mailto:library@city.hiratsuka.kanagawa.jp

